
仕事を楽しむ働き方で個と組織が共に成長する仕組み

チーム組織の“持ち味”を活かす！チーム組織の“持ち味”を活かす！

新明解説

■創造性を高めるために
　働き方改革が叫ばれるなか，ブラックな働かせ
方の実態が次々と露わになっています。この問題
の根っ子は，人間性を阻害してまで利益の追求に
走っていることにあります。お金は人間を幸福の
ために使うべきものであり，これでは本末転倒と
言わざるをえません。つまり，働く人へのリスペ
クト（尊敬の念）の欠如こそが問題の本質でしょう。 
会社の存在意義は人や社会を豊かにすることにあ
り，人間の尊厳を守らなければ，本当のマネジメ
ントとは言えません。
　人間性と利益の両立には，創意工夫によって付
加価値を高めることが になります。そして基本
は，指示命令に依存しない貢献に焦点を当てた自
発的な働き方が求められます。創造性は多様な価
値観や能力から生まれるものであり，個人やチー
ムが持ち味を発揮することで実現します。そこに
はメンバーが互いの持ち味を認め，リスペクトあ
る集団となり，チームの持ち味を活かした強い組
織づくりが必要なのではないでしょうか。
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1. 仕事は楽しいか？
●組織のジレンマ
●会社と社員の共通の利益
●must から want へ

2. 持ち味はコア・コンピテンシー
●好きこそものの上手なれ
●持ち味とは
●バーニーの経営戦略と持ち味
●真のモチベーションとは

3. 個とチーム組織の持ち味を知るには
（1）ルーツを探る
（2）効き脳診断
（3）持ち味カード
●持ち味は進化する

4. 持ち味でチームの行動スタイルを変える
●チームの持ち味を知る
●個と組織の変革プロセス

5. 持ち味ワークショップ事例
●ワークショップのプログラム
●新たな行動スタイルをつくる
●習慣化し持ち味を研ぐ

6. 持ち味を活かすリーダーシップ
●持ち味ベースのリーダーシップ
●「持ち味」承認で信頼関係づくり
●「持ち味コーチング」でメンバーを成長させる

7. リスペクトあるプロフェッショナル集団をつくる
●プロフェッショナル集団とは
●「らしく」働く
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